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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】異なる二つの方向のいずれかの方向にプリント
回路板及びパワーデバイスの間の導通状態をオン・オフ
に切り替えることができるスイッチ装置、スイッチユニ
ット及び電子機器を提供する。
【解決手段】可動部４１１が軸線方向沿いに往復移動さ
れて、第１の接触端４３１が第１のカバーに抵触され、
第２の接触端４４０が第２の開口より突き出され、又は
、第２の接触端４４０が第２のカバーに抵触され、第１
の接触端４３１が第１の開口より突き出されると、プリ
ント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態がオ
フに切り替えられ、その一方、第１の接触端４３１が第
１のカバーに抵触され、第２の接触端４４０が第２のカ
バーに抵触されると、プリント回路板７及びパワーデバ
イス５の間の導通状態がオンに切り替えられる。
【選択図】図４



(2) JP 3202122 U 2016.1.21

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　軸線方向沿いの相対する両端が開放された、筐体と、
　前記筐体の開放された両端にそれぞれ着脱可能に設けられた、第１のカバーと第２のカ
バーと、
　前記筐体に取り付けられた、第１の電子装置と、
　前記第１の電子装置と電気的に接続されるように設けられた、第２の電子装置と、
　前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態をオン・オフするよう切換
え運動をする、スイッチ装置と、
　を備え、
　前記スイッチ装置は、前記筐体内に設けられ、ベースとスイッチユニットとを備え、
　前記ベースは、前記スイッチユニットを容置して保持する載置部を有し、
　前記スイッチユニットは、前記スイッチ装置の切換え運動に対応して前記載置部に対し
て前記軸線方向沿いに往復移動可能に配置された可動部と、前記スイッチ装置の切換え運
動に応じて前記第１のカバーと接触可能に前記可動部の前記軸線方向の一端に設けられた
第１の接触端と、前記スイッチ装置の切換え運動に応じて前記第２のカバーと接触可能に
、前記第１の接触端の反対側の前記可動部の前記軸線方向の他端に設けられた第２の接触
端と、を有し、
　前記可動部が、前記軸線方向沿いに往復移動されて、前記第１の接触端が、前記第１の
カバーに抵触され、前記第２の接触端が、第２の開口より突き出され、又は、前記第２の
接触端が、前記第２のカバーに抵触され、前記第１の接触端が、第１の開口より突き出さ
れると、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態が、オフに切り替え
られ、
　前記第１の接触端が、前記第１のカバーに抵触され、且つ、前記第２の接触端が、前記
第２のカバーに抵触されると、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状
態が、オンに切り替えられるように構成されている、
　ことを特徴とする、電子機器。
【請求項２】
　前記第１の接触端と前記第２の接触端とは、前記可動部の移動に連動可能に、前記第１
の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオフに切り替えられた場合に互いに
遠ざかり、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオンに切り替え
られた場合に互いに近づくように、前記軸線方向沿いに所定の間隔をおいて設けられてい
る、
　ことを特徴とする、請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記スイッチユニットは、前記第１の接触端が前記第１のカバーに接触されて前記軸線
方向沿いの一端側に移動される第１の位置と、前記第２の接触端が前記第２のカバーに接
触されて前記軸線方向沿いの他端側に移動される第２の位置と、に往復移動されるように
設けられている、
　ことを特徴とする、請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記筐体は、
　前記第１のカバーが覆う第１の開口と、前記第２のカバーが覆う第２の開口とが、前記
軸線方向沿いの両端を開放するように設けられ、
　前記第１のカバーと前記第２のカバーとにより、前記スイッチ装置、前記第１の電子装
置及び前記第２の電子装置を装着する収容スペースを画成するように形成された、周壁を
有し、
　前記スイッチユニットが、前記第１の位置に移動された時、前記第１の接触端が、前記
第１のカバーに接触されるように前記第１の開口から突き出され、前記スイッチユニット
が前記第２の位置に移動された時、前記第２の接触端が、前記第２のカバーに接触される
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ように前記第２の開口から突き出されるように構成されている、
　ことを特徴とする、請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記スイッチユニットは、前記ベースに往復動自在に設けられたブラケット部材と、前
記ブラケット部材の往復動に連動可能に前記ブラケット部材に連結されるように設けられ
たスイッチ部材と、を備え、
　前記可動部と前記第１の接触端とは、前記ブラケット部材に設けられ、
　前記スイッチ部材は、前記第２の接触端が設けられた操作ブロックと、常に前記第２の
接触端が前記第１の接触端から遠ざかるように前記操作ブロックに付勢するように設けら
れた付勢部材と、を有する、
　ことを特徴とする、請求項３に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記載置部は、前記軸線方向の両側にそれぞれ立ち上がって腕状に延伸される保持壁部
が撓み可能に形成され、
　前記保持壁部のそれぞれの延伸された自由端部は、前記スイッチユニットが安定して前
記載置部に保持されると共に、前記載置部に載せられた前記スイッチユニットが係脱可能
に定位される、係止部が形成され、
　前記可動部は、前記保持壁部と接触して相対移動可能に設けられたガイド壁部を有し、
　前記ガイド壁部は、前記保持壁部を容置して前記軸線方向沿いに移動可能に保持する前
記軸線方向沿いに延伸される縦溝を画成するように設けられている、
　ことを特徴とする、請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記可動部は、前記ガイド壁部の前記軸線方向の両端側に設けられた、前記第１のカバ
ー側の第１の端面と前記第２のカバー側の第２の端面とを更に有し、
　前記縦溝は、前記第１の端面と前記第２の端面との間に前記軸線方向沿いに延伸される
ように形成され、
　前記ベースは、前記スイッチユニットが前記第１の位置に移動されると前記第１の端面
に当接されて係止される当接端面を更に有し、
　前記保持壁部は、前記当接端面から突き出るように設けられ、
　前記係止部は、前記第２の位置に移動された前記スイッチユニットが前記載置部に定位
されるためのフック部が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記係止部は、前記ガイド壁部が当って前記スイッチユニットを前記載置部側に移動さ
せる案内斜面部を更に有する、
　ことを特徴とする、請求項７に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記ベースは、前記スイッチユニットを支えて保持する支承ベース部を更に有し、
　前記支承ベース部は、前記当接端面と、前記当接端面から貫通して前記第１のカバーに
向かって前記軸線方向沿いに延伸されるように設けられた通し穴と、を有し、
　前記ブラケット部材は、
　前記スイッチ部材を支持するように設けられた底壁と、前記底壁とともに前記スイッチ
部材を係止保持するように、前記縦溝に対応すると共に前記底壁の前記軸線を挟む、相対
する両側より前記スイッチ部材側に立ち上がって設けられた係止壁部と、を備える、座体
と、
　前記通し穴を挿通すると共に前記底壁より前記第１のカバー側に突き出て延伸されるよ
うに設けられた、支柱と、
　を有し、
　前記支柱の延伸された端部に、前記第１の接触端が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項７に記載の電子機器。
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【請求項１０】
　前記係止壁部は、前記スイッチ部材を前記底壁側に案内させるように形成されたガイド
面部と、前記スイッチ部材が前記座体に定位されるためのフック部と、前記スイッチ部材
を前記座体側に導く案内斜面部と、が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記座体は、前記底壁と前記係止壁部とにより前記軸線方向沿いの他端に前記スイッチ
部材を容置する凹部を画成するように、前記底壁より前記第２のカバー側に立ち上がる囲
い壁が設けられ、
　前記係止壁部は、前記囲い壁と連結せずに前記囲い壁を２分割すると共に前記スイッチ
部材を保持すると共に、可撓性を有するように、前記底壁より前記第２のカバー側に立ち
上がるように設けられ、
　前記底壁は、前記凹部と前記載置部側の外部とが連通される連通孔が設けられ、
　前記スイッチ部材は、前記スイッチ部材が前記凹部に容置された時、前記連通孔を介し
て前記載置部側に延伸される、リード線が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項９に記載の電子機器。
【請求項１２】
　互いに電気的に接続される第１の電子装置及び第２の電子装置を少なくとも備えており
、軸線方向沿いの相対する両端側にそれぞれ第１のカバーと第２のカバーとが着脱可能に
取り付けられている電子機器に用いられ、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の
間の導通状態をオン・オフするよう切換え運動をする、スイッチ装置であって、
　ベースとスイッチユニットとを備え、
　前記ベースは、前記スイッチユニットを容置して保持する載置部を有し、
　前記スイッチユニットは、
　前記スイッチ装置の切換え運動に対応して前記載置部に対して前記軸線方向沿いに往復
移動可能に配置された可動部と、
　前記スイッチ装置の切換え運動に応じて前記第１のカバーと接触可能に前記可動部の前
記軸線方向の一端に設けられた第１の接触端と、
　前記スイッチ装置の切換え運動に応じて前記第２のカバーと接触可能に、前記第１の接
触端の反対側の前記可動部の前記軸線方向の他端に設けられた第２の接触端と、
　を有し、
　前記可動部が前記軸線方向沿いに往復移動されて、前記第１の接触端が前記第１のカバ
ーに抵触され前記第２の接触端が第２の開口より突き出され、又は、前記第２の接触端が
前記第２のカバーに抵触され前記第１の接触端が第１の開口より突き出されると、前記第
１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態が、オフに切り替えられ、
　前記第１の接触端が前記第１のカバーに抵触され、且つ、前記第２の接触端が前記第２
のカバーに抵触されると、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態が
、オンに切り替えられるように構成されている、
　ことを特徴とする、スイッチ装置。
【請求項１３】
　前記第１の接触端と前記第２の接触端とは、前記可動部の移動に連動可能に、前記第１
の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオフに切り替えられた場合に互いに
遠ざかり、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオンに切り替え
られた場合に互いに近づくように、前記軸線方向沿いに所定の間隔をおいて設けられてい
る、
　ことを特徴とする、請求項１２に記載のスイッチ装置。
【請求項１４】
　前記スイッチユニットは、前記第１の接触端が前記第１のカバーに接触されて前記軸線
方向沿いの一端側に移動される第１の位置と、前記第２の接触端が前記第２のカバーに接
触されて前記軸線方向沿いの他端側に移動される第２の位置と、に往復移動されるように
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設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１３に記載のスイッチ装置。
【請求項１５】
　前記スイッチユニットは、前記ベースに往復動自在に設けられたブラケット部材と、前
記ブラケット部材の往復動に連動可能に前記ブラケット部材に連結されるように設けられ
たスイッチ部材と、を備え、
　前記可動部と前記第１の接触端とは、前記ブラケット部材に設けられ、
　前記スイッチ部材は、前記第２の接触端が設けられた操作ブロックと、常に前記第２の
接触端が前記第１の接触端から遠ざかるように前記操作ブロックに付勢するように設けら
れた付勢部材と、を有する、
　ことを特徴とする、請求項１４に記載のスイッチ装置。
【請求項１６】
　前記載置部は、前記軸線方向の両側にそれぞれ立ち上がって腕状に延伸される保持壁部
が撓み可能に形成され、
　前記保持壁部のそれぞれの延伸された自由端部は、前記スイッチユニットが安定して前
記載置部に保持されると共に、前記載置部に載せられた前記スイッチユニットが係脱可能
に定位される係止部が形成され、
　前記可動部は、前記保持壁部と接触して相対移動可能に設けられたガイド壁部を有し、
　前記ガイド壁部は、前記保持壁部を容置して前記軸線方向沿いに移動可能に保持する前
記軸線方向沿いに延伸される縦溝を画成するように設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１５に記載のスイッチ装置。
【請求項１７】
　前記可動部は、前記ガイド壁部の前記軸線方向の両端側に設けられた、前記第１のカバ
ー側の第１の端面と前記第２のカバー側の第２の端面と、を更に有し、
　前記縦溝は、前記第１の端面と前記第２の端面との間に前記軸線方向沿いに延伸される
ように形成され、
　前記ベースは、前記スイッチユニットが前記第１の位置に移動されると前記第１の端面
に当接されて係止される当接端面を更に有し、
　前記保持壁部は、前記当接端面から突き出るように設けられ、
　前記係止部は、前記第２の位置に移動された前記スイッチユニットが前記載置部に定位
されるためのフック部が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１６に記載のスイッチ装置。
【請求項１８】
　前記係止部は、前記ガイド壁部が当って前記スイッチユニットを前記載置部側に移動さ
せる案内斜面部を更に有する、
　ことを特徴とする、請求項１７に記載のスイッチ装置。
【請求項１９】
　前記ベースは、前記スイッチユニットを支えて保持する支承ベース部を更に有し、
　前記支承ベース部は、前記当接端面と、前記当接端面から貫通して前記第１のカバーに
向かって前記軸線方向沿いに延伸されるように設けられた通し穴と、を有し、
　前記ブラケット部材は、
　前記スイッチ部材を支持するように設けられた底壁と、前記底壁とともに前記スイッチ
部材を係止保持するように、前記縦溝に対応すると共に前記底壁の前記軸線を挟む、相対
する両側より前記スイッチ部材側に立ち上がって設けられた係止壁部と、を備える、座体
と、
　前記通し穴を挿通すると共に前記底壁より前記第１のカバー側に突き出て延伸されるよ
うに設けられた、支柱と、
　を有し、
　前記支柱の延伸された端部に前記第１の接触端が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１７に記載のスイッチ装置。
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【請求項２０】
　前記係止壁部は、前記スイッチ部材を前記底壁側に案内させるように形成されたガイド
面部と、前記スイッチ部材が前記座体に定位されるためのフック部と、前記スイッチ部材
を前記座体側に導く案内斜面部と、が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１９に記載のスイッチ装置。
【請求項２１】
　前記座体は、前記底壁と前記係止壁部とにより前記軸線方向沿いの他端に前記スイッチ
部材を容置する凹部を画成するように、前記底壁より前記第２のカバー側に立ち上がる囲
い壁が設けられ、
　前記係止壁部は、前記囲い壁と連結せずに前記囲い壁を２分割すると共に前記スイッチ
部材を保持すると共に可撓性を有するように前記底壁より前記第２のカバー側に立ち上が
るように設けられ、
　前記底壁は、前記凹部と前記載置部側の外部とが連通される連通孔が設けられ、
　前記スイッチ部材は、前記スイッチ部材が前記凹部に容置された時、前記連通孔を介し
て前記載置部側に延伸される、リード線が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項１９に記載のスイッチ装置。
【請求項２２】
　電子機器に備えられている第１の電子装置及び第２の電子装置の導通状態をオン・オフ
するように軸線方向沿いの切換え運動をするスイッチ装置に用いられる、スイッチユニッ
トであって、
　前記スイッチ装置の切換え運動に対応して前記軸線方向沿いに往復移動可能に配置され
た可動部を有する、ブラケット部材と、
　前記可動部の往復動に連動可能に前記可動部に連結されるように設けられた、スイッチ
部材と、
　を備え、
　前記可動部の前記軸線方向の一端には、第１の接触端が設けられ、
　前記スイッチ部材は、その前記第１の接触端の反対側の前記軸線方向の他端側に第２の
接触端が設けられ、
　前記可動部が前記軸線方向沿いに往復移動されると、前記スイッチ部材が前記可動部の
移動に連動して、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオン・オ
フに切り替えられるように構成されている、
　ことを特徴とする、スイッチユニット。
【請求項２３】
　前記第１の接触端と前記第２の接触端とは、前記可動部の移動につれて、前記第１の電
子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオフに切り替えられた場合に互いに遠ざ
かり、前記第１の電子装置及び前記第２の電子装置の間の導通状態がオンに切り替えられ
た場合に互いに近づくように、前記軸線方向沿いに所定の間隔をおいて設けられている、
　ことを特徴とする、請求項２２に記載のスイッチユニット。
【請求項２４】
　前記スイッチ部材は、前記第２の接触端が設けられた操作ブロックと、常に前記第２の
接触端が前記第１の接触端から遠ざかるように前記操作ブロックに付勢するように設けら
れた付勢部材と、を有する、
　ことを特徴とする、請求項２３に記載のスイッチユニット。
【請求項２５】
　前記ブラケット部材は、前記スイッチ部材を支持するように設けられた底壁を有する座
体と、前記底壁より前記スイッチ部材の反対側に前記軸線方向沿いに延伸されるように設
けられた支柱と、を有し、
　前記支柱の延伸された端部に前記第１の接触端が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項２４に記載のスイッチユニット。
【請求項２６】
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　前記座体は、前記底壁とともに前記スイッチ部材を係止保持するように、前記底壁の前
記軸線を挟む、相対する両側より前記スイッチ部材側に立ち上がって設けられた、係止壁
部を更に有する、
　ことを特徴とする、請求項２５に記載のスイッチユニット。
【請求項２７】
　前記係止壁部は、前記スイッチ部材を前記底壁側に案内させて取り付けるガイド面部と
、前記スイッチ部材が前記底壁に定位されるためのフック部と、前記スイッチ部材を前記
底壁に導く案内斜面部と、が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項２６に記載のスイッチユニット。
【請求項２８】
　前記座体は、前記底壁と前記係止壁部とにより前記軸線方向沿いの他端に前記スイッチ
部材を容置する凹部を画成するように、前記底壁より前記第１の接触端側に立ち上がる囲
い壁が更に設けられ、
　前記係止壁部は、前記囲い壁と連結せずに前記囲い壁を２分割すると共に、前記スイッ
チ部材を保持すると共に可撓性を有するように前記底壁より立ち上がるように設けられ、
　前記底壁は、前記凹部から外部に連通される連通孔が設けられ、
　前記スイッチ部材は、前記スイッチ部材が前記凹部に容置された時、前記連通孔を介し
て外部に延伸される、リード線が設けられている、
　ことを特徴とする、請求項２６に記載のスイッチユニット。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、電子機器内のプリント回路板に電力を供給するか否かを切り替えるスイッチ
構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器は、パワーデバイスや、スイッチ、複数の電子部品を集成して取り付けられた
プリント回路板を備えている。スイッチを操作してプリント回路板及びパワーデバイスの
間の導通状態をスイッチオフにし、電子機器の点検や、メンテナンス、電子部品の交換を
行う。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来のスイッチは、一般的には一方向に切り替えるように構成されているので、スイッ
チの操作上、使い勝手が悪い上、電子機器はスイッチの一方向の切換え操作に応じて設置
する自由度が低下する問題点がある。多方向に切り替えるように操作するスイッチもある
が、その構造が複雑で、組立てに手間が掛かる等の問題点もある。
【０００４】
　本考案は、異なる二つの方向のいずれかの方向にプリント回路板及びパワーデバイスの
間の導通状態をオン・オフに切り替えることができ、使い勝手がよく、また、組立て部品
が少なくて済み、組立てが簡単で製造コストを低く抑えることができる、スイッチ構造及
び該スイッチ構造を備えた電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、一の観点によれば、本考案に係る電子機器は、軸線方向沿
いの相対する両端が開放された筐体と、筐体の開放された両端にそれぞれ着脱可能に設け
られた第１のカバーと第２のカバーと、筐体に取り付けられた第１の電子装置と、第１の
電子装置と電気的に接続されるように設けられた第２の電子装置と、第１の電子装置及び
第２の電子装置の間の導通状態をオン・オフするよう切換え運動をするスイッチ装置とを
備え、スイッチ装置は、筐体内に設けられ、ベースとスイッチユニットとを備え、ベース
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は、スイッチユニットを容置して保持する載置部を有し、スイッチユニットは、スイッチ
装置の切換え運動に対応してこの載置部に対して上記軸線方向沿いに往復移動可能に配置
された可動部と、スイッチ装置の切換え運動に応じて第１のカバーと接触可能に、この可
動部の上記軸線方向の一端に設けられた第１の接触端と、スイッチ装置の切換え運動に応
じて第２のカバーと接触可能に、第１の接触端の反対側の可動部の上記軸線方向の他端に
設けられた第２の接触端とを有し、可動部が軸線方向沿いに往復移動されて、第１の接触
端が第１のカバーに抵触され第２の接触端が第２の開口より突き出され、又は、第２の接
触端が第２のカバーに抵触され第１の接触端が第１の開口より突き出されると、第１の電
子装置及び第２の電子装置の間の導通状態がオフに切り替えられ、第１の接触端が第１の
カバーに抵触され、且つ、第２の接触端が第２のカバーに抵触されると、第１の電子装置
及び第２の電子装置の間の導通状態がオンに切り替えられるように構成されていることを
特徴とする。
【０００６】
　また、他の観点によれば、本考案に係るスイッチ装置は、互いに電気的に接続される第
１の電子装置及び第２の電子装置を少なくとも備えており、軸線方向沿いの相対する両端
側にそれぞれ第１のカバーと第２のカバーとが着脱可能に取り付けられている電子機器に
用いられ、第１の電子装置及び第２の電子装置の間の導通状態をオン・オフするよう切換
え運動をするスイッチ装置であって、ベースとスイッチユニットとを備え、ベースは、ス
イッチユニットを容置して保持する載置部を有し、スイッチユニットは、スイッチ装置の
切換え運動に対応して上記載置部に対して上記軸線方向沿いに往復移動可能に配置された
可動部と、スイッチ装置の切換え運動に応じて第１のカバーと接触可能に可動部の軸線方
向の一端に設けられた第１の接触端と、スイッチ装置の切換え運動に応じて第２のカバー
と接触可能に、第１の接触端の反対側の可動部の軸線方向の他端に設けられた第２の接触
端とを有し、可動部が軸線方向沿いに往復移動されて、第１の接触端が第１のカバーに抵
触され第２の接触端が第２の開口より突き出され、又は、第２の接触端が第２のカバーに
抵触され第１の接触端が第１の開口より突き出されると、第１の電子装置及び第２の電子
装置の間の導通状態がオフに切り替えられ、第１の接触端が第１のカバーに抵触され、且
つ、第２の接触端が第２のカバーに抵触されると、第１の電子装置及び第２の電子装置の
間の導通状態がオンに切り替えられるように構成されていることを特徴とする。
【０００７】
　また、他の観点によれば、本考案に係るスイッチユニットは、電子機器に備えられてい
る第１の電子装置及び第２の電子装置の導通状態をオン・オフするように軸線方向沿いの
切換え運動をするスイッチ装置に用いられるスイッチユニットであって、スイッチ装置の
切換え運動に対応して上記軸線方向沿いに往復移動可能に配置された可動部を有する、ブ
ラケット部材と、この可動部の往復動に連動可能に可動部に連結されるように設けられた
、スイッチ部材とを備え、可動部の軸線方向の一端には、第１の接触端が設けられ、スイ
ッチ部材は、その第１の接触端の反対側の上記軸線方向の他端側に第２の接触端が設けら
れ、可動部が軸線方向沿いに往復移動されると、第１の電子装置及び第２の電子装置の間
の導通状態がオン・オフに切り替えられるように構成されていることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案に係るスイッチ構造は、可動部が軸線方向沿いに往復移動されて、第１の接触端
が第１のカバーに抵触され第２の接触端が第２の開口より突き出され、又は、第２の接触
端が第２のカバーに抵触され第１の接触端が第１の開口より突き出されると、例えばプリ
ント回路板である第１の電子装置及びパワーデバイスである第２の電子装置の間の導通状
態がオフに切り替わり、一方、第１の接触端が第１のカバーに抵触され、第２の接触端が
第２のカバーに抵触されると、プリント回路板及びパワーデバイスの間の導通状態がオン
に切り替わるように構成されているので、軸線方向の両端の向きにプリント回路板及びパ
ワーデバイスの間の導通状態をオン・オフに切り替えることができる。従って、使い勝手
がよく、スイッチ構造の配置自由度が高い。また、第１のカバー又は第２のカバーのいず
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れかをはずした場合、プリント回路板及びパワーデバイスの間の導通状態がオフになるた
め、感電する危険がなくなり、操作安全性を向上することができる。また、スイッチ構造
の簡単化を図ることができるので、手間が掛からず組立てることができる。従って、製造
コストを低く抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案に係る電子機器の一つの好ましい実施例を示す組立斜視図である。
【図２】図１の電子機器を示す分解斜視図である。
【図３】図２の一部の拡大斜視図である。
【図４】図３の上側から見た分解斜視図である。
【図５】図３の下側から見た分解斜視図である。
【図６】図３における６－６線の断面図で、スイッチ装置の切換え運動を説明する図であ
る。
【図７】図６と類似してスイッチ装置の切換え運動を説明する断面図である。
【図８】図６と類似してスイッチ装置の切換え運動を説明する断面図である。
【図９】図６と類似してスイッチ装置の切換え運動を説明する断面図である。
【図１０】図６と類似してスイッチ装置の切換え運動を説明する断面図である。
【図１１】図６と類似してスイッチ装置の切換え運動を説明する断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付図面に従って本考案に係る好ましい実施例について詳説する。
【００１１】
（実施例）
　図１は、本考案に係る電子機器の一つの好ましい実施例を示す組立斜視図、図２は、図
１の電子機器を示す分解斜視図である。１００は、本実施例に係る電子機器であり、軸線
方向沿いの相対する両端が開放された筐体１と、筐体１の開放された両端にそれぞれ着脱
可能に設けられた第１のカバー１２と第２のカバー１３と、筐体１内に取り付けられたプ
リント回路板７と、プリント回路板７に給電可能に電気的に接続されるように設けられた
パワーデバイス５と、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態をオン・オ
フするよう切換え運動をするスイッチ装置２とを備えている。プリント回路板７及びパワ
ーデバイス５は、電子機器１００に含まれている複数の電子装置における第１の電子装置
及び第２の電子装置である。
【００１２】
　筐体１は、例えば相対する両端側が開放されるように四つの側板からなった周壁１１と
、周壁１１の両端の第１の開口１１１と第２の開口１１２にそれぞれ着脱可能に蓋をする
、第１のカバー１２と第２のカバー１３とによって、収容スペース１１０を有するように
中空状に形成されている。筐体１の収容スペース１１０内にパワーデバイス５や、スイッ
チ装置２、複数の電子部品を集成して取り付けられたプリント回路板７が設けられている
。
【００１３】
　なお、本実施例に係る電子機器１００は、例えばコンピュータ本体である。電子機器１
００では、スイッチ装置２による切換え運動により、プリント回路板７及びパワーデバイ
ス５の間の導通状態をオン・オフするようになっている。プリント回路板７及びパワーデ
バイス５の間が導通状態になると、パワーデバイス５からプリント回路板７上に取り付け
られた電子部品に給電することができる。第１のカバー１２及び第２のカバー１３は、筐
体１におけるスイッチ装置２の運動する方向である運動方向沿いに開口された、相対する
両端に着脱可能に取り付けられている。第１のカバー１２及び第２のカバー１３は、スイ
ッチ装置２の切換え位置を保持する役割を有する。
【００１４】
　図３～図５には、スイッチ装置２の構成を概略的に示している。図中、本考案に係るス
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イッチ装置２は、ベース３とスイッチユニット４とを備えている。ベース３は、プリント
回路板７に位置決めされて固定されるように、固定ベース部３２と支承ベース部３３と、
固定ベース部３２及び支承ベース部３３とによりプリント回路板７の一側端縁部が挟み込
まれるスロットが形成されて固定されるように固定ベース部３２及び支承ベース部３３と
連結された端壁部３１を有する。なお、ベース３は第１の開口１１１側に配置されている
。
【００１５】
　固定ベース部３２は、例えば第１の開口１１１側（図示の下側）に取り付けられ、支承
ベース部３３は、固定ベース部３２に対応して第２の開口１１２側（図示の上側）に取り
付けられスイッチユニット４を保持する載置部３０を有する。なお、一例としては、固定
ベース部３２、支承ベース部３３及び端壁部３１は、載置部３０を画成すると共に一体状
に成形されている。
【００１６】
　載置部３０は、スイッチユニット４を受けて当る当接端面３３１を有し、当接端面３３
１から第１の開口１１１側の固定ベース部３２に向かって支承ベース部３３を貫通する通
し穴３３０が形成されている。固定ベース部３２は通し穴３３０と外部とに連通される連
通孔３２１が形成されている。載置部３０における通し穴３３０を取り囲む周部の相対す
る両側縁部には、当接端面３３１から突き出るようにそれぞれ立ち上がって腕状に延伸さ
れる保持壁部３３４、３３４が撓み可能に形成されている。保持壁部３３４、３３４は、
スイッチユニット４が安定して載置部３０に保持されるように、それぞれの延伸された自
由端部に、載置部３０に載せられたスイッチユニット４が係脱可能に定位される係止部３
３３、３３３が形成されている。係止部３３３、３３３はそれぞれ、スイッチユニット４
が載置部３０に定位されるためのフック部３３５と、フック部３３５とつながるようにス
イッチユニット４を載置部３０側に移動させる案内斜面部３３６とが設けられている。
【００１７】
　載置部３０の周部には更に、保持壁部３３４、３３４とにより、載置部３０に載置され
たスイッチユニット４が安定して保持される、定位壁部３３２、３３２が、保持壁部３３
４、３３４が形成された、相対する両側縁と、別の両側縁と、より立ち上がって延伸され
るように設けられている。保持壁部３３４、３３４及び定位壁部３３２、３３２によって
スイッチユニット４を収容して保持させる収容空間を有する載置部３０が画成されている
。
　スイッチユニット４は、ベース３の収容部の中心軸線に沿った方向である軸線方向に沿
って往復動自在に設けられたブラケット部材４０と、ブラケット部材４０の往復動に連動
可能にブラケット部材４０に連結されるように設けられたスイッチ部材４４とを備えてい
る。
【００１８】
　ブラケット部材４０は、スイッチ部材４４を収容するように第２の開口１１２から第１
の開口１１１に向かって窪んで形成される容置空間を有する凹部４２０を有し且つ載置部
３０内に容置される座体４１を有する。座体４１は、軸線方向沿いの一端側（例えば第１
のカバー１２側）の底壁４１０と、通し穴３３０に対応して挿通するようにスイッチ部材
４４の反対側に底壁４１０から突き出て軸線方向沿いに延伸されるように設けられた支柱
４３と、スイッチ装置２の切換え運動に対応して保持壁部３３４に往復動可能に接触され
る可動部４１１とが設けられている。可動部４１１は、当接端面３３１と接触される第１
の端面４１５と、係止部３３３に接触されて係止される第２の端面４１６と、第１の端面
４１５と第２の端面４１６との間に連結され、保持壁部３３４と接触して相対移動可能に
設けられたガイド壁部４１２とを有する。底壁４１０は、第１の端面４１５から所定の間
隔をおいて定位壁部３３２に載置されるように設けられ、凹部４２０と載置部３０の収容
空間とが連通される連通孔４２５（図５）が設けられている。
【００１９】
　ガイド壁部４１２は、その両側部４１４、４１４がフランジ状に突き出て、保持壁部３
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３４を容置して軸線方向沿いに移動可能に保持する軸線方向沿いに延伸される縦溝４１７
を画成するように設けられている。支柱４３は、可動部４１１の第１のカバー１２側に延
伸された端部に滑り移動して抵触される第１の接触端４３１が設けられている。ガイド壁
部４１２の縦溝４１７内の底部４１３は保持壁部３３４と接触する面積を少なくするよう
に凹凸状に形成されている。
【００２０】
　座体４１は、座体４１における軸線方向沿いの他端に凹部４２０を画成するように、底
壁４１０より第２のカバー１３側に立ち上がる囲い壁４１９と、縦溝４１７に対応して囲
い壁４１９と連結せずに囲い壁４１９を２分割すると共にスイッチ部材４４を保持する可
撓性を有するように底壁４１０より第２のカバー１３側に立ち上がる係止壁部４１８、４
１８とが設けられている。係止壁部４１８は、スイッチ部材４４を底壁４１０側に案内さ
せて凹部４２０に取り付けるガイド面部４２１と、スイッチ部材４４が凹部４２０に定位
されるためのフック部４２２と、スイッチ部材４４を凹部４２０側に導く案内斜面部４２
３とが設けられている。
【００２１】
　スイッチ部材４４は、凹部４２０に取り付けられ、第１の接触端４３１の反対側に第２
のカバー１３に抵触される第２の接触端４４０が設けられている。この例では、スイッチ
部材４４は、凹部４２０に収容される基部４４１を有する。基部４４１は、基部４４１が
凹部４２０に容置された時、基部４４１から連通孔４２５を介して載置部３０側に延伸さ
れる数本のリード線４４２が設けられている。基部４４１のリード線４４２が設けられた
端部と反対側の他端部は、図７に示されているように、第２のカバー１３側に突き出るよ
うに設けられた突出部４４ａと、突出部４４ａの突き出し端に設けられた開口４４ｂと、
開口４４ｂを介して内外連通されるように開口４４ｂより基部４４１の内側に窪むと共に
開口４４ｂの口径よりも径大に形成された取り付け孔４４ｃと、突出部４４ａの取り付け
孔４４ｃに取り付けられて定位された開口４４ｂよりも径大であると共に取り付け孔４４
ｃよりも径小な係止端部４４３ａと係止端部４４３ａよりも径小に突き出て開口４４ｂを
通る挿通端部４４３ｂとを有するように構成された操作ブロック４４３と、常に操作ブロ
ック４４３に付勢して操作ブロック４４３の係止端部４４３ａが開口４４ｂと取り付け孔
４４ｃとの径違いに形成された段部に係止されるように設けられた付勢部材４４４とを有
する。なお、付勢部材４４４は一例として圧縮ばねである。第２の接触端４４０は、第１
の接触端４３１の反対側の軸線方向の他端側に位置されるように、操作ブロック４４３の
開口４４ｂより突き出された端に設けられている。
【００２２】
　このように構成されたスイッチユニット４は、操作ブロック４４３が基部４４１に対し
て、操作ブロック４４３が開口４４ｂと取り付け孔４４ｃとの径違いに形成された段部か
ら離れたオン状態になったオン作動位置と、操作ブロック４４３が開口４４ｂと取り付け
孔４４ｃとの径違いに形成された段部に係止されたオフ状態になったオン解除位置とに移
動されると、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態がオン・オフに切り
替えられ、パワーデバイス５からプリント回路板７に給電するか否かを切り替えることが
できる。
【００２３】
　上記のように構成されたスイッチ装置２は、スイッチユニット４がベース３に対して第
１のカバー１２から第２のカバー１３に向かう第１の方向Ｉ（図７）及び第２のカバー１
３から第１のカバー１２に向かう第２の方向II（図８）に沿って滑り移動される。スイッ
チユニット４の移動により、リード線４４２（図３、図５）を介して、プリント回路板７
及びパワーデバイス５の間の導通状態がオン（図９）・オフ（図６）するように切り替え
られる。
【００２４】
　スイッチユニット４は、図７に示されているように、第１の接触端４３１が第１のカバ
ー１２に抵触され、第２の接触端４４０が第１の接触端４３１から離れながら第２の開口



(12) JP 3202122 U 2016.1.21

10

20

30

40

50

１１２より突き出された時、基部４４１が凹部４２０に容置されると共にフック部４２２
、４２２に係止された位置である第１の位置に第１の方向Ｉに移動されると、第２の端面
４１６が係止部３３３に接触されて係止される。又は、図８に示されているように、第２
の接触端４４０が第２のカバー１３に抵触され、第１の接触端４３１が第２の接触端４４
０から離れながら第１の開口１１１より突き出された時、基部４４１が凹部４２０に容置
されると共にフック部４２２、４２２に係止されたまま第２の端面４１６と係止部３３３
との係止状態が解除された位置である第２の位置に、第２の方向IIに滑り移動される。こ
うして、操作ブロック４４３が付勢部材４４４によって付勢されて開口４４ｂと取り付け
孔４４ｃとの径違いに形成された段部に係止される。そして、プリント回路板７及びパワ
ーデバイス５の間の導通状態がオフに切り替えられ、パワーデバイス５からプリント回路
板７への給電が停止される。
【００２５】
　プリント回路板７がスイッチ装置２によってパワーデバイス５から電気的に遮断された
状態になると、感電する危険をなくすことができる。そのため、プリント回路板７に取り
付けられた電子部品を点検したり取り替えたりすることが安全にできる。
【００２６】
　その一方、第１の接触端４３１が第１のカバー１２に抵触されていると共に第２の接触
端４４０が第２のカバー１３に抵触されている場合、図９に示されているように、基部４
４１が凹部４２０に容置されると共にフック部４２２、４２２に係止されたまま、ブラケ
ット部材４０が第１の方向Ｉに移動されて第２の端面４１６が係止部３３３に接触されて
係止されると共に、操作ブロック４４３が第２のカバー１３によって押されて付勢部材４
４４が圧縮されながら、開口４４ｂと取り付け孔４４ｃとの径違いに形成された段部から
離れた時、操作ブロック４４３がオン作動位置に定位され、プリント回路板７及びパワー
デバイス５の間の導通状態がオンに切り替えられ、パワーデバイス５からプリント回路板
７に給電される。
【００２７】
　なお、第１のカバー１２・第２のカバー１３及び筐体１の間は、係着や螺着などで、第
１のカバー１２が着脱可能に第１の開口１１１を封する、又は／及び、第２のカバー１３
が着脱可能に第２の開口１１２を封する、ことが可能である。
【００２８】
　なお、プリント回路板７は、端壁部３１、固定ベース部３２及び支承ベース部３３によ
り挟持されるように例えばねじで固定ベース部３２及び支承ベース部３３に連結され、通
し穴３３０及び連通孔３２１と連通される通孔７１が形成されている。このように、支柱
４３は通し穴３３０、通孔７１及び連通孔３２１を挿通して第１の接触端４３１が第１の
カバー１２に当てられて筐体１内に押し込まれるよう第１の開口１１１側に延伸されるよ
うに構成されている。
【００２９】
　なお、ベース３は、スイッチユニット４を支えて保持するように固定ベース部３２と支
承ベース部３３とがプリント回路板７に連結されているが、例えば軽量化のために固定ベ
ース部３２がなくてもよい。プリント回路板７もスイッチユニット４を支持する一役を果
たしているが、スイッチユニット４を支えない配置にしてもよい。また、ブラケット部材
４０は、例えば射出成形法により得られたもので、スイッチ部材４４は、プッシュボタン
式のものである。
【００３０】
　次に、スイッチ装置２の電子機器１００の筐体内への取り付けを説明する。
【００３１】
　スイッチ部材４４は、ブラケット部材４０の座体４１に装着される時、基部４４１が凹
部４２０に対応して凹部４２０に向かって移動される。基部４４１が係止壁部４１８の案
内斜面部４２３に当ると、係止壁部４１８が復元力を蓄えるように撓みながら、基部４４
１がガイド面部４２１に移動され、囲い壁４１９によって囲まれながら底壁４１０に当る



(13) JP 3202122 U 2016.1.21

10

20

30

40

50

と、フック部４２２によって基部４４１が係止され、ブラケット部材４０が安定して凹部
４２０に容置される。
【００３２】
　スイッチ部材４４が安定して座体４１の凹部４２０に装着されると、リード線４４２が
パワーデバイス５と連結されるように連通孔４２５を介して凹部４２０の外部に通される
。リード線４４２によって、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態をオ
ン・オフに切り替える制御信号を送信する。
【００３３】
　ブラケット部材４０はベース３に組み入れる時、支柱４３が通し穴３３０に対応すると
共に、縦溝４１７が係止部３３３に対応し、ブラケット部材４０が第１の位置と第２の位
置とに移動される。支柱４３が支承ベース部３３の通し穴３３０、プリント回路板７の通
孔７１及び固定ベース部３２の連通孔３２１を貫通して第１の開口１１１より突き出るよ
うに配置されると共に、縦溝４１７内の底部４１３が保持壁部３３４と接触される。縦溝
４１７の底部４１３が案内斜面部３３６に当って係止部３３３が撓む。保持壁部３３４が
縦溝４１７に嵌着され、第２の端面４１６に対してフック部３３５が接離可能に移動する
ようにブラケット部材４０が載置部３０に装着される。
【００３４】
　以上のように、スイッチ部材４４をブラケット部材４０に対して、ブラケット部材４０
をベース３に対してそれぞれ簡単且つ素早く組み入れることができるので、スイッチ装置
２は、少ない構成部材によって簡単に電子機器１００に組み込むことができる。従って、
スイッチ装置２の組立て手間が掛からず、製造コストを低く抑えることができる。
【００３５】
　次に、以上のように構成されたスイッチ装置２の動作及び作用等について説明する。
【００３６】
　図６を参照すると、ブラケット部材４０の第１の端面４１５が支承ベース部３３の当接
端面３３１に当り、フック部３３５が第２の端面４１６から離れて接触しない第１の位置
に定位されると、第１の接触端４３１が第１の開口１１１より突き出ると共に第２の接触
端４４０が第２の開口１１２より突き出るようになり、この時、操作ブロック４４３が付
勢部材４４４によって付勢されて開口４４ｂと取り付け孔４４ｃとの径違いに形成された
段部に係止され、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態がオフに切り替
わる。
【００３７】
　次に、図６のようにスイッチ装置２が電子機器１００の収容スペース１１０に装着され
た後、例えば、初めに第１のカバー１２を取り付ける場合、図７に示されているように、
支柱４３の第１の開口１１１より突き出された第１の接触端４３１に第１のカバー１２が
突き当って第１の開口１１１に蓋をするように装着されると、基部４４１がフック部４２
２によって係止されたまま、座体４１が、フック部３３５が第２の端面４１６から離れて
接触しない第１の位置からフック部３３５が第２の端面４１６に接触した第２の位置に移
動され、この時、操作ブロック４４３がオン解除位置に移動されると共に第２の接触端４
４０が第２の開口１１２より突き出されている状態になっている。このように、プリント
回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態をオフに切り替えた状態に保持される。
【００３８】
　又は、初めに第２のカバー１３を取り付ける場合、図８に示されているように、操作ブ
ロック４４３の第２の開口１１２より突き出された第２の接触端４４０に第２のカバー１
３が突き当って、第２の開口１１２に蓋をするように装着されると、基部４４１がフック
部４２２によって係止され、座体４１が第２の端面４１６からフック部３３５が離れて接
触しない第１の位置にあるまま、操作ブロック４４３がオン解除位置に移動されると共に
第１の接触端４３１が第１の開口１１１より突き出されている状態になる。このように、
プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態がオフに切り替わった状態に保持
される。



(14) JP 3202122 U 2016.1.21

10

20

30

40

50

【００３９】
　従って、上記のように第１のカバー１２又は第２のカバー１３を取り付ける際、感電す
る危険性をなくし操作安全性を高めることができる。
【００４０】
　図７のように第１のカバー１２が第１の開口１１１を覆うように取り付けられ、第２の
接触端４４０が第２の開口１１２より突き出された状態で、図９に示されているように、
第２のカバー１３が第２の開口１１２を覆うように第２の接触端４４０を押圧して第２の
方向IIに移動されると、操作ブロック４４３が付勢部材４４４を押圧しながらオン作動位
置に移動される。又は、図８のように第２のカバー１３が第２の開口１１２を覆うように
取り付けられ、第１の接触端４３１が第１の開口１１１より突き出された状態で、第１の
カバー１２が第１の開口１１１を覆うように第１の接触端４３１を押圧して第１の方向Ｉ
に移動されると、座体４１が第１の位置から第２の位置に移動され、操作ブロック４４３
が付勢部材４４４を押圧しながらオン作動位置に移動される。このように、プリント回路
板７及びパワーデバイス５の間の導通状態がオンに切り替わった状態に保持される。
【００４１】
　以上のように、スイッチ装置２は、スイッチユニット４がベース３に対して第１のカバ
ー１２から第２のカバー１３に向かう第１の方向Ｉ及び第２のカバー１３から第１のカバ
ー１２に向かう第２の方向IIに沿って移動されることによって、プリント回路板７及びパ
ワーデバイス５の間の導通状態をオン・オフするように切り替えることができる。そのた
め、本実施例に係る電子機器１００の組立ての時、第１のカバー１２又は第２のカバー１
３を一先ず取り付ける場合、スイッチ装置２によってプリント回路板７及びパワーデバイ
ス５の間の導通状態がオフにされるため、次に行われる第１のカバー１２又は第２のカバ
ー１３の取り付け作業は感電する危険がなく行うことが可能である。
【００４２】
　その一方、図１０に示されているように、第１のカバー１２が第１の開口１１１を覆う
ように取り付けられている状態で第２のカバー１３が周壁１１から取り外された時、第２
の接触端４４０が第２のカバー１３に押圧されず第２の開口１１２から突き出されると、
付勢部材４４４により、操作ブロック４４３がオン作動位置からオン解除位置に移動され
る。このように、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態が非導通状態に
切り変わる。
【００４３】
　また、図１１に示されているように、第２のカバー１３が第２の開口１１２を覆うよう
に取り付けられている状態で第１のカバー１２が周壁１１から取り外された時、付勢部材
４４４により、操作ブロック４４３がオン作動位置からオン解除位置に移動されると共に
、第１の接触端４３１が第１の開口１１１から突き出されるように座体４１が第２の位置
から第１の位置に移動される。このように、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間
の導通状態が非導通状態に切り変わる。
【００４４】
　以上のように、第１のカバー１２又は第２のカバー１３が周壁１１から取り外された時
、プリント回路板７及びパワーデバイス５の間の導通状態をオフに切り変えることができ
るため、感電する危険性なく、電子機器の検査や、メンテナンス、部品の交換等を行うこ
とができる。従って、操作安全性を高めることができる。また、スイッチ装置２は、軸線
方向の相対する両端のいずれか又は両方が押圧されるとプリント回路板７及びパワーデバ
イス５の間の導通状態を切り替えるように構成されているので、操作自由度が高い。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本考案に係るスイッチ装置は、両端が開放された筐体を有する電子機器に有用である。
【符号の説明】
【００４６】
　１００　　電子機器
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　１　　筐体
　１１　　周壁
　１１０　　収容スペース
　１１１　　第１の開口
　１１２　　第２の開口
　１２　　第１のカバー
　１３　　第２のカバー
　２　　スイッチ装置
　３　　ベース
　３０　　載置部
　３１　　端壁部
　３２　　固定ベース部
　３２１　　連通孔
　３３　　支承ベース部
　３３０　　通し穴
　３３１　　当接端面
　３３２　　定位壁部
　３３３　　係止部
　３３４　　保持壁部
　３３５　　フック部
　３３６　　案内斜面部
　４　　スイッチユニット
　４０　　ブラケット部材
　４１　　座体
　４１０　　底壁
　４１１　　可動部
　４１２　　ガイド壁部
　４１３　　底部
　４１４　　側部
　４１５　　第１の端面
　４１６　　第２の端面
　４１７　　縦溝
　４１８　　係止壁部
　４１９　　囲い壁
　４２０　　凹部
　４２１　　ガイド面部
　４２２　　フック部
　４２３　　案内斜面部
　４２５　　連通孔
　４３　　支柱
　４３１　　第１の接触端
　４４　　スイッチ部材
　４４０　　第２の接触端
　４４１　　基部
　４４２　　リード線
　４４３　　操作ブロック
　４４３ａ　　係止端部
　４４３ｂ　　挿通端部
　４４４　　付勢部材
　４４ａ　　突出部
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　４４ｂ　　開口
　４４ｃ　　取り付け孔
　５　　パワーデバイス（第２の電子装置）
　７　　プリント回路板（第１の電子装置）
　７１　　通孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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